














































Das Licht geht aus.「明りが消える」










Es geht ein Gerücht um.「噂が広まる」
um・gehen（非分離：迂回する、回避する）
















































































Lexikon der Germanistischen Linguistisch（１９８０ 以下、略記 LGL）のWort-













































Das kind steht auf .「子供が起きる」
Das kind stand auf .「子供が起きた」
Stehen Sie um 6 Uhr auf ?「６時に起きますか」
Stehen Sie auf !「起きてください！」
（２） 自由形態素である
Sie führen sich anständig auf .「彼らは行儀よく振舞う」
（３） アクセントがある
Sie ruft ihre Mutter án.「彼女はお母さんに電話する」
（４） 副文では定形が文末に移動し、定形と結合する11)
..., weil das Kind auf stand.「子供が起きたので…」

























































［２］ hou sie aba「それを切り離せ」（T.28,3）
［３］ abahio sı¯n o¯ra thazesewa「彼は彼の右耳を切り離した」（T.185,2）
fora-faran（先に行く）
［４］ thanne verit er in vora「その時、彼は彼らより先に行く」（T.133,7）
［５］ her forafuor iuwih in Galileam「彼は汝らよりも先にガリレアに行っ
た」（T.218,5）
in-gangan（入って行く）
［６］ giang mit Kriste er tho¯ fon in in thaspra¯hhu¯s in「キリストと共に彼
はその後、彼らから離れて裁判所へ入って行った」（O.Ⅳ,23,30）













［１０］ gieng tho¯ zuo thie costa¯ri「その時あの誘惑者がやってきた」（T.15,3）




［１２］ riaf imo al ingegini thes lantliutes menigı¯「多数のその他の人々が全
員、彼に向かって叫んだ」（O.Ⅳ,22,15）
［１３］ ingegin riaf tho¯ lu¯to heriscaf thero liuto「その時、大声で人々の群れ
が向かって叫んだ」（O.Ⅳ,24,13）
hera-queman（こちらへやって来る）
［１４］ er quam so¯ risi hera in lant「彼はそのように巨人としてこちらの地
へやって来た」（O.Ⅳ,12,61）
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基礎動詞と結合する場合
［１６］ than thiu fu¯litha ofgiscorran wirthid「その腐敗が掻き取られる場合
に」（Pr.）
［１７］ niuwi grab, in themo noh nu¯ nioman ingisezzit was「まだ誰も入れら
れていなかった新しい墓」（T.213,1）
基礎動詞に先行する場合
［１８］ mı¯n quena fram ist gigangan in ira tagun「わが妻は彼女の日々にお
いて進んでしまった（＝年をとってしまった）」（T.2,8）
［１９］ ther sweiduah ward tha¯r funtan zisamane al biwuntan「その汗ふき布
はそこで完全に巻き合わされて見つかった」（O.Ⅴ.5.13）
基礎動詞に後続する場合
［２０］ nu¯ ther he¯ro¯sto thesses mittilgartes wirdit erworpfan u¯「今この中つ国
の君主は投げ出される」（T.139,8）
［２１］ ther selbo sweiduah in wa¯r lag gisuntoro¯t tha¯r, biwuntan tha¯r zisamane,























upgan → ＊upgo，go up uphebban → upheave，heave up







（A） Ac se se ðe ðone wer bricð, & ðæt wæter ut forlœt, se bið fruma ðæs
geflites.（CP 38.279.16）
（B） Se forlœt ut ðæt wæter, se ðe his tungan stemne on unnyttum wordum
lætt toflowan.（CP 38.279.13）22)








（A） hvé nær skaltu upp taka slikan ágætisgrip?
[＝when shall-you up take such glory-thing? ‘When are you going to
wear such a splendid piece?’] （Laxdœla saga 146.8 [1330]）
（B） ok hafði tekit upp mikit fj・lmenni










ga-gaggan（to come together, resort），af-gaggan（to go away, depart），afar-
gaggan（to go after, follow），mith-afargaggan（mith＝with, amongst ; afar-
gaggan＝to go after, follow），ana-gaggan（to come after, be future / G. an-
gehen），at-gaggan（to go to, come），du-at-gaggan（to go to），inn-at-gaggan
分離動詞とその発展史についての考察 －２７１－
（to enter, enter into, go into），faúr-gaggan（to go by, pass by），faúr-bi-
gaggan（to go before, precede），faúra-gaggan（to go before, rule over），inn-
gaggan（to go in, enter），mith-gaggan（to go with），thaírh-gaggan（to go
through, come through），ufar-gaggan（to go over, transgress），us-gaggan（to
go out, come out），ut-gaggan（to go out, come out），withra-gaggan（to go
to meet）
（動詞句）







afar-gaggan ⇔ gaggan afar（to go after）
ana-lagjan ⇔ lagjan ana （to lay upon）
その他、別の辞書の A comparative glossary（１８８７）には gagganと次のよ
うな前置詞や副詞との動詞句的な表現が紹介されている：ana, du, faírra,
faúra, fram, hindar, in, miþ(th), þ(th)aírh, inna。ということは、不変化詞 ana,
faúra, in, miþ(th), þ(th)aírh, innaは上例 gaggan複合動詞の第一構成要素にも
なっており、これらのペアは共にドイツ語の分離動詞の初期形態である不変
化詞＋動詞と動詞＋不変化詞のペアを構成していることになる。
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（不変化詞＋動詞） （動詞＋不変化詞）
ana-gaggan ⇔ gaggan ana（to come after）
faúra-gaggan ⇔ gaggan faúra（to go before）
inn-gaggan ⇔ gaggan in(na)（to enter）
mith-gaggan ⇔ gaggan mith（to go with）



























①動詞部後置 ⇒ 定形第二位 ＝ 前綴と基礎動詞の分離
②定形第二位 ⇒ 動詞部後置 ＝ 前綴と基礎動詞の分離




























































































５００～１０５０年 初期中世ドイツ語 → 古高ドイツ語
１０５０～１２５０年 盛期中世ドイツ語 → 中高ドイツ語
１２５０～１５００年 後期中世ドイツ語 → 後期中高ドイツ語
１５００～１８００年 初期近代ドイツ語
























［２２］ ik gihorta dat seggen.「私は、それが言われるのを聞いた。」（『ヒル
デブラントの歌』。以下、例文の出典は同じ。）（同 S．５１）
しかし、これと並んでまた、定動詞を文頭に配置することもできた。
［２３］ araugta sih imo thie engil.「彼の前に天使が現れた。」（同 S．５２）
（副文と動詞の位置）
この時期に使われ始めた副文では、すでに定動詞は文末配置された。
［２４］ thaz si iro namon breittin .「彼らは彼らの名前を広めるために。」
（同 S．５２）
しかし、定動詞の位置は、必ずしも、文末に固定された状態ではなかった。
［２５］ into fuorun alle, thaz biia¯hin thiono¯st iogiuuelih in sinero burgi.
「全ての人が、僕であることを告白するために、その場を立ち去り、
一人残らず市へ行ってしまった。」（同 S．５２）










［２６］ ich saz uf eime steine.「私は石の上に座っていた。」
（ヴァルター・フォン・デア・フォーゲルヴァイデの詩）（同 S．７８）
しかしまた、定動詞の前にいくつかの文肢が配置されている文もあった。
［２７］ Volker der snelle
zuo des sales want sinen schilt den guoten












































































［３２］ allera worolti ist er lı¯b gebenti.「全世界に彼は生命を与える」
（O.Ⅰ.5,31）
（定形が第二位以降に位置する）
［３３］ thie fordoron bı¯ barne wa¯run chuninga alle「先祖達は代々全て王で
あった」（O.Ⅰ.5,8）
（定形が文末に位置する）
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（定形第二位）




［３６］ die übermüeten degene ein ander sa¯hen si an〈an sehen見る〉「大胆な
勇士たちは互いに顔を見合わせた」（同 S．１８）
［３７］ ir begunde ir herze quellen, ir süezer munt u¯f swellen〈u¯f swellen（激
しい感情・興奮によって）ふくれる〉「彼女（＝イゾルド）は胸が
いっぱいになり、愛らしい口がふくらんだ。」（同 S．５７２）























［４０］ so¯ ke¯rte in aber an Minne〈an ke¯ren～を襲う〉「するとまたも愛の女
神が彼を襲った。」（同 S．１７）
［４１］ Marke kam in（＝sı¯n vient）an mit starker wer〈an komen j4に近付く〉
「マルケ王は強力な防衛軍をもって敵に立ち向かった」（同 S．１７）
［４２］ wie saelecliche ste¯t im an allez daz, daz er bega¯t!〈an sta¯n似合う〉
「彼のすることはすべてなんと素晴らしく彼に似合っていることで
しょう。」（同 S．１９）
［４３］ die starken untriuwe begonden tragen an die ritter〈an tragen行う，企
てる〉「騎士たちはひどい裏切りを企てた。」（同 S．１９）
［４４］ wie sı¯t ir mich gevallen an mit also¯ maneger arbeit!〈an vallen不意に
やって来る〉「そなたたちはどうしてこんなに多くの苦悩をもって
私の所にやって来るのだろう」（同 S．２１）


























































［４６］ werdar sih hiutu dero hregilo hru¯men muotti「今日これらの鎧を自慢
することができるのか否か」（HL.58）
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［４８］ dat Hiltibrant hœtti mı¯n fater「わが父がヒルティブラントと呼ばれて
いたこと」（HL.16）
［４９］ thaer ist io in no¯ti gote thiono¯nti「彼がいつも熱心に神に仕えてい
ること」（O. L.66）
（定動詞が前置する）



















［５３］ als er des lı¯mes danne entsebet und er sich u¯f ze flüte hebet〈u¯f heben
（再）飛び立つ〉「それ（＝小鳥）はやがて鳥もちに気付き、逃れ
ようとして飛び立つ時には」（S.571）













［５５］ Der sich immer wieder für mich einsetzte, war mein Freund Peter.〈ein-
setzen（再）力を尽す〉「私のためにたびたび尽してくれたのは友人
のペーターです」（『マイスター 独和辞典』１９９２．S.308）
［５６］ Kaum hatte sie sich umgezogen, als der Besuch eintraf.〈ein-treffen 到
着する＞「彼女が着替えを終るか終らないうちにもう客が到着し
た」（同 S.49）
























































































































































































































































































7) Erben 1983 S.55ff.
8) Fleischer 1969 S.279ff.
9) LGL 1980 S.170ff.
10) 野入・太城 2002 S.149ff.
11) その他にも分離動詞として次のような特徴がある。
（1）過去分詞は基礎動詞との間に ge-が入り、一語に続け書きされる
Sie hat gestern ihre Mutter angerufen.「彼女は昨日お母さんに電話した」
（2）zu不定詞の場合は基礎動詞との間に zuが入り、一語に続け書きされる







12) Schildt 1999 S.104
13) 同上書 S.105‐106
14) 高橋 1994 S.159‐160
15) 同上書 S.159 理由は今のところ分からないが、枠構造も南から発生し北へ伝播して
いったということである。
16) 同上書 S.159‐160
17) Schmidt 2004 S.157














22) 同上書 S.58 例文は A Microfiche Concordance to Old Englishからのものと思われる。
23) 伊藤 2010 S.57
24) この並存タイプの分離動詞は現在のスウェーデン語にもまだ見ることができる。
（A）Vi bjuder in ma°nga gäster.〈我々は多くの客を招き入れる〉






25) 松瀬 2011 S.84
26) A comparative glossary（1887）には、gaggan＋不変化詞の出典の記述はあるが意味に
ついては書かれていない。
27) 参考として時代をもっと遡り、印欧祖語に関する文献まで調べてみると、印欧祖語の
－３００－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
時代にもすでに複合動詞という動詞は存在していたようである（Catt 2014）。しかし、
この動詞がゲルマン語の分離動詞と関係があるのかどうかについては分からない。
28) 河崎は分離構造といわずに枠構造と言っている。河崎 1997 S.92
29) 宮前 1997 S.22
30) 社会の発展とともに必然的に複雑化した実務に関わる事柄を判然と遺漏なく記録して
おかなければならない公文書では、しばしば超長文の複合文が多用される現実があっ











総数 完全枠 部分枠 非枠 枠不可 枠内 1 枠内 2 枠内 3以上
話法の助動詞 129 93 28 6 2 48 50 23
完了形 35 25 3 0 7 11 11 6
受動態 23 13 0 1 9 9 1 3
分離動詞 84 40 10 6 28 39 9 2



















































35) Schmidt 2004 S.158‐159
36) Polenz 1974 S.66‐67
37) Schildt 1999 S.105
38) 同上書 S.105
－３０２－ 日本経大論集 第４４巻 第１号
39) 同上書 S.106
40) 同上書 S.106
41) Polenz 1974 S.76
42) 同上書 S.69
43) Schmidt 2004 S.293
44) 同上書 S.293
45) Schildt 1999 S.158
46) Polenz 1974 S.131




51) Erben 1983 S.120
52) 清水 2002 S.35




56) 河崎 1987 S.92‐95
57) 同上書 S.84
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